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■
一
般
会
計�

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
と

臨
時
財
政
対
策
債
は
新
年
度
の

状
況
か
ら
当
て
に
な
ら
な
い
こ

と
は
確
実
で
あ
る
の
に
、
地
方

債
残
高
が
四
二
四
億
三
五
〇
〇

万
円
と
合
併
前
よ
り
二
十
二
％

増
と
な
っ
て
い
る
。�

　
歳
出
の
総
務
費
で
は
、
情
報

公
開
へ
取
り
組
む
姿
勢
が
弱

い
。
ま
た
、市
長
交
際
費
の
削

減
及
び
自
治
会
長
個
人
へ
の
報

償
金
制
度
を
改
め
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
ち
づ
く
り
に
大
切
な
市

民
参
加
の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
閉
鎖
的
な
体
質
を
改
善
す

る
姿
勢
が
見
え
な
い
。�

　
民
生
費
で
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
対
策
費

や
緊
急
一
時
保
護
施
設
管
理
運

営
費
が
削
減
さ
れ
、
運
営
体
制

が
不
安
で
あ
る
と
と
も
に
、
身

体
障
害
者
福
祉
手
当
や
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
者
助
成
金
が
削
減

さ
れ
弱
者
切
り
捨
て
の
傾
向
が

強
い
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
な

ど
、
継
続
事
業
の
予
算
が
削
減

さ
れ
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
が
弱
く
、

老
朽
化
が
著
し
い
保
育
所
へ
の

空
調
設
置
や
ト
イ
レ
改
修
の
年

次
計
画
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。�

　
衛
生
費
で
は
、
骨
密
度
検
診

及
び
前
立
腺
が
ん
を
検
診
事
業

に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
新

生
児
・
妊
産
婦
訪
問
事
業
の
体

制
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。�

ま
た
、
指
定
ご
み
袋
へ
の
記
名

を
続
行
す
る
の
は
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
で
あ
る
。�

　
土
木
費
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
財
政
展

望
が
見
え
な
い
ま
ま
連
続
立
体

交
差
事
業
な
ど
の
公
共
事
業
を

進
め
て
い
る
と
と
も
に
、
江
川

地
区
自
然
環
境
整
備
で
は
保
全

地
区
を
上
位
計
画
で
位
置
づ
け

な
い
ま
ま
に
土
地
の
購
入
を
計

上
し
て
い
る
。�

　
ま
た
、
生
活
道
路
の
整
備
が

お
く
れ
る
中
、
清
水
公
園
駅
前

線
な
ど
を
優
先
さ
れ
て
い
る
。�

　
教
育
費
で
は
、
学
校
の
耐
震

診
断
の
年
次
計
画
を
立
て
て
お

ら
ず
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
座
席

も
全
く
改
善
す
る
計
画
が
な

い
。�

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　

　
申
請
減
免
制
度
の
確
立
と
資

産
割
の
廃
止
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。�

■
老
人
保
健
特
別
会
計�

　
制
度
そ
の
も
の
に
反
対
で
あ

る
。�

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計�

　
処
理
面
積
に
対
し
、
利
用
効

率
が
低
下
し
て
い
る
と
と
も
に
、

文
化
セ
ン
タ
ー
や
中
央
公
民
館

が
公
共
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て

い
な
い
。�

■
介
護
保
険
特
別
会
計�

　
利
用
率
が
県
平
均
よ
り
も
低

く
、
も
っ
と
積
極
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。�

���

■
一
般
会
計�

　
歳
入
で
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
合
併
の
行
政
改
革
効

果
や
合
併
特
例
債
、
国
及
び
県

の
合
併
補
助
金
を
有
効
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
に
ク
リ
ア

し
て
い
る
。�

　
歳
出
の
総
務
費
で
は
、
好
評

の
ま
め
バ
ス
増
便
・
増
ル
ー
ト

に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
委
託
料
、
梅
郷
駅
西
口
自
転

車
等
駐
車
場
整
備
工
事
費
、
市

民
課
窓
口
の
時
間
延
長
経
費
な

ど
、
市
民
の
利
便
に
供
す
る
施

策
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。�

　
民
生
費
で
は
、
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
が
主
体
と
な
る
社
会
福

祉
法
人
が
第
二
の
福
祉
ゾ
ー
ン

に
建
設
す
る
知
的
障
害
者
通
所

更
正
施
設
の
整
備
費
用
、
住
宅

困
窮
者
民
間
賃
貸
住
宅
居
住
支

援
事
業
費
、
高
齢
者
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
費
、
ひ
と

り
親
家
庭
と
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
被
害
女
性
へ
の

民
間
賃
貸
住
宅
入
居
時
家
賃
等

助
成
事
業
費
や
子
育
て
支
援
総

合
推
進
モ
デ
ル
事
業
関
連
と
し

て
育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業
費
、

関
宿
地
域
へ
の
つ
ど
い
の
広
場

整
備
費
な
ど
、
少
子
高
齢
化
を

盛
り
込
ん
だ
福
祉
関
連
事
業
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。�

　
衛
生
費
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
を
含
む
が
ん
検
診

費
、精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施

設
運
営
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て

　�

　平成17年度各会計予算については、

15人の委員で構成する予算審査特別委

員会を設置。3月17日から3日間にわた

り慎重に審査され、最終日の本会議に

おいて審議の結果、各会計予算は原案の

とおり可決されました。�

区　　　　　　分�

合　　　　　　計�

予　算　額�

一　般　会　計�

国 民 健 康 保 険 �

下 水 道 事 業 �

老 人 保 健 �

用 地 取 得 �

介 護 保 険 �
次木親野井特定土地区画�
整 理 事 業 �

小 計 �

水　道　事　業　会　計�

41,511,000千円�

13,204,200千円�

3,717,300千円�

9,581,000千円�

119,600千円�

4,817,000千円�

451,000千円�

31,890,100千円�

4,483,023千円�

77,884,123千円�

△10.7％�

9.0％�

5.1％�

△5.9％�

△29.4％�

5.1％�

△7.0％�

2.6％�

0.0％�

△5.0％�

対前年度�
増　減　率�

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計�

 2月23日 議会運営委員会�
 3月  1日 議会運営委員会�
  本会議開会、（議案上程、市政一般報告）�
 8日 本会議（議案質疑､委員会付託）�
  予算審査特別委員会�
 9日�
 10日 

本会議（一般質問）
�

 11日�
 14日�
  議会運営委員会�
 15日 文教福祉委員会、環境経済委員会�
 16日 総務委員会、建設委員会�
 17日�
 18日 予算審査特別委員会�
 22日�
 25日 総務委員会�
  本会議（委員長報告、質疑、討論、採決）�
  閉会�

─　議　会　日　誌　─� 会議録をご覧ください�

　市議会だよりに掲載の審議内容や一般質問
は紙面の都合により要約してあります。詳し
く知りたい方は会議録をご覧ください。�

※3月定例会の会議録は�
5月中旬ごろ配置される�
予定です。�
　なお、市議会のホーム�
ページにおける会議録の�
公開も、同様となります。�
�

会議録は次の場所で閲覧することができます。�

◇興風、南、北、せきやどの各図書館�
◇市内各公民館�
◇谷吉会館、七光台会館、島会館、関宿会館�
◇議会資料室�
◇情報公開コーナー（市役所総務課内）�

http://www.gikai-nodacity.jp

請願・陳情をされる方へ�

　皆さんの意見や要望を市政に反映させる方法として、
請願や陳情があります。�
　提出に当たっては次のことにご注意ください。�
□受付は随時行っていますが、審査は定例会開催月の
前月末日（前月末日が休日の場合はその翌日）までに
提出されたものについて行います。例えば、6月定例
会の場合、5月31日までに提出されたものが審査され
ることになります。その後に提出されたものは、次回
の定例会で審査することになります。�
□請願・陳情書には趣旨と項目、提出年月日、住所、
氏名（団体の場合は名称と代表者名）を記載し、押印
したものを市議会議長あてに提出してください。請願
書には紹介議員の署名が必要となります。�
※なお、提出に際しては、事前に議会事務局までお問
い合わせください。�
【問合せ先】議会事務局 7125-1111（内線3979）�

書式例�

○○○に関する請願書（陳情書）�

紹介議員　○○○○（陳情は不要）�
請願（陳情）趣旨�

平成○○年○月○日�
野田市議会議長　○○○○様�
　　　　　　　　請願（陳情）書�
　　　　　　　　　住所　○○○○○○○�
　　　　　　　　　氏名　○○○○印�

請願（陳情）項目�

平成17年度各会計予算規模�
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い
る
。�

　
労
働
費
で
は
、

雇
用
促
進
対
策

費
と
し
て
高
年

齢
者
・
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
職
業

相
談
員
賃
金
が

計
上
さ
れ
て
い

る
。�

　
商
工
費
で
は
、

企
業
立
地
対
策

費
の
ほ
か
、
関

根
名
人
記
念
館

一
周
年
記
念
事
業
補
助
金
や
関

宿
ま
つ
り
事
業
費
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。�

　
農
林
水
産
業
費
で
は
、
経
営

体
育
成
支
援
リ
ー
ス
事
業
補

助
金
、湛
水
防
除
施
設
改
修
工

事
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。�

　
土
木
費
で
は
、
水
害
対
策
と

し
て
排
水
整
備
費
の
倍
増
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
よ
る

旧
日
光
街
道
歩
道
及
び
市
営
住

宅
周
辺
整
備
、
合
併
関
連
事
業

と
し
て
江
戸
川
左
岸
連
絡
道
路

ほ
か
六
路
線
の
整
備
事
業
費
と

と
も
に
、
具
体
化
に
向
け
て
新

た
な
段
階
に
入
る
連
続
立
体
交

差
事
業
、
梅
郷
・
清
水
公
園
・
七

光
台
の
各
駅
の
利
便
性
を
増
す

た
め
の
駅
及
び
駅
周
辺
整
備
な

ど
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
三
ツ
堀
里
山
自
然
園

施
設
管
理
委
託
料
、
江
川
地
区

自
然
環
境
整
備
費
等
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。�

　
消
防
費
で
は
、
高
規
格
救
急

自
動
車
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
更
新
費
用
及
び
防
火
水
槽
新

設
工
事
を
計
上
し
て
充
実
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
水
防
対

策
と
し
て
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
作
成
委
託
料
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。�

　
教
育
費
で
は
、
合
併
関
連
事

業
の
学
校
施
設
耐
震
補
強
事
業

費
、
Ｉ
Ｔ
教
育
環
境
の
整
備
を

初
め
と
す
る
施
設
整
備
、
少
人

数
授
業
等
講
師
派
遣
事
業
、
副

教
本
作
成
事
業
、
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
の
充
実
な
ど
の
経
費
を

計
上
し
、
教
育
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
旧
関
宿
小
学
校
跡
地

利
用
に
係
る
検
討
費
用
、
陸
上

競
技
場
・
関
宿
総
合
公
園
体
育

館
及
び
二
〇
〇
五
千
葉
き
ら

め
き
総
体
の
運
営
、
南
部
地
区

ス
ポ
ー
ツ
広
場
整
備
費
等
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。�

■
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事

業
会
計�

　
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
事
業

目
的
に
沿
っ
た
予
算
措
置
が

さ
れ
て
い
る
。�

　
　
　
　
川
間
駅
の
利
便
性
の

　
　
　
　
向
上
に
つ
い
て
、
市

政
一
般
報
告
で
は
、現
在
、施
設

規
模
や
配
置
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
実

施
計
画
で
は
平
成
十
七
年
度
に

都
市
計
画
変
更
を
予
定
し
、
平

成
十
八
年
度
に
は
事
業
認
可
の

取
得
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
む
と

考
え
て
よ
い
の
か
伺
い
た
い
。�

　
　
　
　
川
間
駅
北
口
駅
前
広

　
　
　
　
場
に
つ
い
て
は
、
現

状
分
析
及
び
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、

一
般
車
等
の
乗
降
場
の
配
置
検

討
や
施
設
規
模
の
見
直
し
な
ど

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。ま
た
、既
存
の
駅

前
広
場
の
所
有
者
で
あ
る
東
武

鉄
道
株
式
会
社
、
駅
前
線
と
な

る
県
道
川
間
停
車
場
線
の
道
路

管
理
者
で
あ
る
県
、
交
通
処
理

計
画
に
つ
い
て
は
県
の
公
安
委

員
会
と
の
検
討
な
ど
を
進
め

て
お
り
、
道
路
構
造
令
の
改
正

に
伴
う
道
路
幅
員
の
見
直
し
と

と
も
に
、
駅
前
広
場
と
同
様
に

都
市
計
画
変
更
が
伴
う
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
関
係
機
関
と
の

協
議
・
調
整
に
時
間
を
要
し
て

い
る
た
め
、
平
成
十
七
年
度
の

都
市
計
画
変
更
及
び
平
成
十
八

年
度
の
事
業
認
可
取
得
は
難
し

い
状
況
に
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
協

議
を
行
い
、
早
期
に
都
市
計
画

変
更
等
の
手
続
き
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

川
間
駅
の
利
便
性
向
上�

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は�

　
　
　
　
ジ
ャ
ス
コ
ノ
ア
店
の

　
　
　
　
賃
貸
契
約
は
二
十
年

間
で
あ
り
、
あ
と
三
年
程
度
で

野
田
市
を
撤
退
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
話
が
飛
び
交
っ
て

い
る
。
大
企
業
は
採
算
が
合
わ

な
け
れ
ば
市
の
こ
と
な
ど
考
え

ず
直
ち
に
撤
退
し
て
し
ま
う
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
中
に

入
っ
て
い
る
小
売
店
や
行
政
、

商
工
会
議
所
な
ど
と
の
協
議
を

位
置
づ
け
社
会
的
責
任
を
果
た

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
思
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
れ
ば
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。�

　
　
　
　
ジ
ャ
ス
コ
ノ
ア
店
の

　
　
　
　
契
約
期
間
が
平
成
二

十
年
ま
で
と
い
う
こ
と
は
議
会

で
も
十
七
年
問
題
と
し
て
発
言

を
し
、
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら

れ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
非
常

に
心
配
を
し
て
い
た
。�

　
市
と
し
て
は
、
ジ
ャ
ス
コ
は

あ
の
場
所
に
定
着
し
て
お
り
、

そ
の
お
店
が
撤
退
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
継
続
の

申
し
入
れ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ス
コ
側

か
ら
は
、
開
店
し
て
十
七
年
が

経
過
し
、
既
に
こ
れ
ま
で
に
商

圏
も
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
契
約
を
打
ち
切
る
よ
う
な
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
と
の
返
事

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ジ
ャ
ス

コ
と
し
て
は
、
地
域
に
密
着
し

た
地
域
の
た
め
の
施
設
と
し

て
の
認
識
を
持
っ
て
お
り
、今

後
も
継
続
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
と
伺
っ
て
い
る
。�

ジャスコ撤退の可能性�
市の対応は�

質
問�

答
弁�

川間駅北口駅前広場前の交差点�

金子　博美�
　　　議員�

質
問�

答
弁�

ジャスコノア店�

大
橋
　
広
志�

　
　
　
議
員�

市税　市税　48.9％�
202億9,698万8千円千円�
市税　48.9％�
202億9,698万8千円�

民生費　民生費　25.5％�
105億7,934万3千円千円�
民生費　25.5％�
105億7,934万3千円�

教育費　11.9％�
49億5,876万6千円�

総務費　11.6％�
48億706万円�

衛生費　衛生費　10.5％�
43億5,423万5千円千円�
衛生費　10.5％�
43億5,423万5千円�

消防費　4.3％�
17億7,340万3千円�

農林水産業費　1.8％�
7億6,264万7千円� その他　4.5％�

41億5,110万円�

土木費　19.4％�
80億4,129万5千円�

公債費　10.5％�
43億7,090万円�

国庫支国庫支出金　金　7.7％�
32億764万円万円�
国庫支出金　7.7％�
32億764万円�

地方交付税　7.4％�
30億8,400万円�

地方消費税交付金　地方消費税交付金　3.5％�
14億5,000万円万円�
地方消費税交付金　3.5％�
14億5,000万円�

県支出金　2.9％�
12億1,164万7千円�

使用料及び手数料　2.6％�
10億9,321万3千円�

繰入金　2.5％�
10億3,227万5千円�

分担金及び負担金　2.5％�
10億2,988万6千円�

その他　他　12.2％�
50億7,705万1千円千円�
その他　12.2％�
50億7,705万1千円�

市債　9.7％�
40億2,830万円�

　予算審査特別委員会とは、新年度予算
が適正に編成され、健全で効率のよい財
政運営が図られるかどうかを審査するた
めに設置された委員会です。�
　なお、平成17年度各会計予算を審査
した委員は次のとおりです。�

委員長　　鈴木美津子�
副委員長　堀井　孝悦�
委員　　　藤田　　進　　楠　　克巳�
　　　　　中村　利久　　菅野　　保�
　　　　　川　　　茂　　石原　義雄�
　　　　　高梨　　守　　矢口　健一�
　　　　　鈴木　　有　　越智　邦子�
　　　　　小倉　妙子　　千久田祐子�
　　　　　染谷　　司�

歳　入�
415億1,100万円�

歳　出�
415億1,100万円�


